
 

 

＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書 
①第三者評価機関名 

特定非営利活動法人 市民セクターよこはま 

 

②施設・事業所情報 

名称：ベネッセ 日吉保育園 種別：認可保育所 

代表者氏名：伊東 雄飛 定員（利用人数）：        70名（82名） 

所在地：〒223-0061 横浜市港北区日吉4－1－1 慶應義塾日吉キャンパス協生館１階 

TEL：045-560-6506 

ホームページ： https://hoiku.benesse-style-care.co.jp/ 

 

【施設・事業所の概要】 

開設年月日 2009年4月1日 

経営法人・設置主体（法人名等）： 株式会社ベネッセスタイルケア こども・子育て支援カンパニー 

職員数 常勤職員：             25名 非常勤職員：              9名 

専門職員 保育士               27名 看護師                1名 

調理師                    4名  

 

施設・設備 

の概要 

（居室数） （設備等） 

保育室5室、調理室1室、職員休憩室1室 

事務室兼医務室1室、相談室1室 

 

 

③理念・基本方針 

ブランドメッセージ：「その子らしく、伸びていく。」 

 

保育理念 

「よりよく生きる力＝Benesse」の基礎を育てる                                                                

保育目標： 

1．自分で考え、すすんで行動する子ども                                                                            

2．友だちと楽しく遊ぶ子ども 

3．感性豊かな子ども 

保育方針： 

①子どもの「個性と人格を尊重」し、主体性を育てます 

②自然な生活の営みの中で、子どもが「安定感・安心感・落ち着き」を持てる室内環境をつくります 

③深い信頼関係に根ざした「豊かな人とのかかわり」を重視します 

④身の回りの「社会・自然を通しての学び」を大切にします 

保育姿勢 

・一人ひとりの気持ちにより添い、子どもが尊重されていると感じられるような保育者の姿。 

・本物に触れながら遊び、遊びは学びであるという思いを持って保育する。 

 

④施設・事業所の特徴的な取組 

・昼間の家族として、0～2歳児に特に必要な母子関係のような関係性を築き、愛情をもって子どもと関わってい

ます。 

・園内環境を子どもが一番落ち着く家庭環境に近い温もりのある環境設定を行っています。 

・日々の子どもの成長の記録として各クラス毎日ドキュメンテーションを作成しています。 

・子どもたちの興味関心を予測し、保育に生かしてくために保育Webを用いています。 

・毎年、子どもの姿に合わせた行事の再考を行っています。 

・園庭を自然環境に近い環境に近づけ、自然豊かな環境で遊ぶことにより、筋力、体幹など身体的な発達を、遊

びを通して自然に促します。また、草花、果樹を多く植樹することにより、生物が集まり、自生植物も増え、

子どもの感性感覚を刺激する重要な要素の自然・生命・成長などに興味を持つ環境を作っていきます。日々、

五感を刺激するような環境づくりを心掛けています。 

 



 

 

⑤第三者評価の受審状況 

評価実施期間 2021年 5月 12日（契約日）～2022年 1月27日（評価結果確定日） 

受審回数（前回の受審時期）       2回（2016年度） 
 

 

⑥総評 

◆特に評価の高い点 

1、子どもたちは、自分達の発想を遊びの中でのびのびと広げ、様々な経験をしています 

保育士は、子どもの遊ぶ姿を観察し、発達過程や興味、関心に合わせて保育室の環境設定をしています。 

乳児は、担当制となっていて、食事や睡眠などは一人ひとりの生活リズムを尊重し、個別に関わっています。

保育士は、子どもの言葉や仕草、表情などに優しく応じ、子どもが自分の思いを言葉で表出できるように働きか

けています。幼児になると、自分の思いや発見を皆の前で発表する機会を多く作っています。子どもがSDGsの新

聞記事を皆の前で発表したことを受けて、クラスで話し合い、くず野菜を使って野菜の出汁（ベジブロス）を作

って味見するなど、子どもたちは自分の発想を楽しみながら様々な活動に広げています。自然豊かなキャンバス

で虫探しをして飼育や図鑑作りをしたり、大学生の呼びかけでオリンピックの外国選手団へのビデオメッセージ

作りに協力したことで外国への興味が広がり、プレイデイの入場行進につなげたりと、大学のキャンパス内にあ

るという立地条件を生かした取り組みもあります。 

自分たちの発想を、友だちと一緒に遊びながら広げる経験を通して、子どもたちの興味・関心は様々な方向に

広がっていて、学びにつながっています。 

 

2、保護者に園の考え方を丁寧に伝えることで、良い関係が構築されています 

園は、保護者が安心して子育てをできるよう、保護者との関係作りに力を入れています。 

全クラス連絡帳を用いて、保護者と情報交換するとともに、朝夕の送迎時には保護者とコミュニケーションを

取り、保護者の声を引き出しています。年度始めの懇談会では、動画や写真などを用いて園が大切にしているこ

とを保護者が理解しやすいように説明し、年度末の懇談会では、ビデオ上映会を行って子どもがどのように成長

したかを伝えています。 

0 歳児は毎月個人ごとに写真付きの成長記録（ポートフォリオ）を作成し、子どもの成長の様子を可視化して

います。1・2歳児の毎月のクラス便りには写真を用いてクラスの様子を伝えるとともに、月の子どもの様子と翌

月のねらいを個別に記載しています。幼児クラスを中心に、毎日写真付きのドキュメンテーションでクラスの活

動の様子を分かりやすく伝えています。 

このように、園の考え方を丁寧に伝えることで、保護者との良い関係が構築されていて、今回の保護者アンケ

ートでも全員が満足と答えています。 

 

3、会議等コミュニケーションの機会を多くとり、目指す保育の浸透を図っています 

年度始めの全体研修で、理念や方針に基づいた園の保育のあり方をまとめた「保育の具体的内容」を全職員に

配付して読み合わせをしています。毎月の園内研修では、保育環境や「10の姿」などのテーマで学習を重ね、子

どもの姿に沿った保育の実践を目指しています。日々のクラスでの振り返りや週1回のクラスミーティング、週

案会議、毎月の月案会議等、話し合いの機会を多く持つことで、職員間で目指す方向性を共有し、連携して保育

ができるようにしています。 

園庭を改造して季節の草花や果樹、でこぼこがある小道など自然に近く、子どもの体幹を鍛えたり、子どもの

興味を広げ五感を鍛えられるような環境作りをするなど、園全体で子ども主体の保育を実践できるように取り組

んでいます。 

 

◆改善が求められる点 

1、中長期計画と連動した園としての事業計画の策定が期待されます 

法人では、中長期的なビジョンを明確にした事業計画を策定しています。園として、年度の運営計画を策定し

ているものの、中長期ビジョンに基づくものとはなってなく、内容も保育に限られています。また、進捗状況を

確認するための具体的な数値目標等の設定もされていません。今後は、運営面も含めた園としての事業計画を策

定し、職員、保護者に周知していくことが期待されます。 



 

 

◆今後の成果が期待される点 

1、ヒヤリハット記録の奨励などの取り組みをさらに進めていくことが期待されます 

園は、子どもの安全教育に力を入れていて、園庭にとがった枝などがあった時には、子どもに確認してルール

を説明し、子どもが自分で気づき回避できるように働きかけています。安心・安全に目指す保育を実践するため

に、リスクマネジメント委員会が中心となって、事故事例検討や安全対策についての園内研修を実施しています。

また、ヒヤリハットの記録が少ないことを受けて、ヒヤリハットの記載を奨励するなどの取り組みを始めていま

す。今後の成果が期待されます。 

 

 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント  

1. 子どもの主体性や職員の主体性を伸ばしていく園の方針に対して一定の評価をいただいたが、子どもの安全 

性を考慮しながら、どこまで子どもの「やりたい」に寄り添うのか、保育者はどのように関わっていくのかが

職員同士で深く共有が出来ていなかった部分があることに気づかせていただいた。 

今後は毎年、年度当初に【保育の具体的内容】【ベネッセ保育の考え方】を用いて3か月程度、時間をじっく

りかけて、保育の基礎を振り返り、職員でさらに共通理解を図っていきたい。 

また、クラスミーティングやドキュメンテーションの内容を確認する際に各クラス担任と保育内容の共有や

クラス内で悩んでいることなどを園長・主任とじっくりコミュニケーションが取れる時間を多く設けていきた

い。そして、クラス、職員が抱えている悩みや状況の把握に努め、管理者として必要な関わりを導き出してい

きたいと考える。 

 

2. ヒヤリハットの記載を奨励し、より多くのヒヤリハットが出るような雰囲気づくりを心掛けていきたい。 

 出てきたヒヤリハットを園内研修で有効活用し、園内で考えられる危険要因を洗い出し、「環境面、人的・物的

面での見直しはないか」を検証・改善していきたい。 

 

3. 園庭を自然に近い形に作り替えていき、起伏や死角のある環境の中で遊ぶことにより自然と子どもが危険予 

測し、危機回避できる力を身に付けていくとともに、大きな事故・怪我が起こらないように保育者がいつ・ど

こで・どのように子どもの様子を見ていくのかについての共有もこまめに行っていきたい。 

 

保護者のみなさまには、お忙しいなか、アンケートにご協力いただき有難うございました。アンケートを通し 

て、沢山のご家庭にご理解をいただいていることを知り、改めて御礼申し上げます。 

 

                               ベネッセ 日吉保育園 

                               園長 伊東 雄飛 

 

 

⑧第三者評価結果 

 別紙2のとおり 


